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はじめに
現在，中国においては，高度経済成長を背
景としながら、全国的は規模で急速な教育改
革が進められている。また教育の地方分権化
が進む中で，上海など都市部を中心として「社
区」教育といった意欲的な教育への取組みも
行われている。社区とはコミュニティのこと
であり，社区教育とは地域社会を基盤として
展開される教育活動のことである。こうして
中国都市部では地域住民のために多様な部門
が教育に参加し，学習機会を提供しようとす
る実践が生まれるようになった。換言すれば，
学習社会の実現へ向けての胎動が始まったと
も言えよう。
社区教育については，牧野篤による理論的
な検討や（１），呉遵民による現場に根ざした意
欲的な研究がある（２）。小林文人を中心とする
東京・沖縄・東アジア社会教育研究会による
調査や（３），中田スウラによる報告もある（４）。
本論文においては，まず歴史的に社会教育
施設が歩んできた道筋を整理しながら，施設
が果たしてきた役割を検討する（５）。次
に，２００５年３月に上海で実施した調査に基づ
きつつ，社区教育の拠点となっている社区学
校の現状及び直面する課題について考察して
いきたい。
１．中華民国時期における社会教育施設の
発展
中国において，近代的学校教育制度が本格
的に導入されるのは，１９０４年の「奏定学堂章
程」の発布後である。しかし，近代学校の導
入は必ずしも順調ではなく，１９３５年における
初等教育の就学率は，約３０％に留まってい
た（６）。ちなみに日本では１８７２年に学制が施行
された後，約３０年で小学校の就学率は約９０％
に達しており，中国とは対照的であった。
このように，中国では学校教育の普及が立
ち後れていたが，そのため民衆に対する補習
教育を主な内容とする社会教育が重要な役割
を担ったことは，特筆されるべきであろう。
特に，１９２７年，蒋介石を首班とする国民政府
が南京に樹立されて以降，政府は社会教育の
推進に力を注いだ。
国民政府の成立後，民衆に対する補習教育
を意味する民衆教育が積極的に唱道され，民
衆教育の拠点として民衆教育館が各地に建設
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された。民衆教育館は日本の公民館に相当す
る施設と考えられるが，教育部は民衆教育館
に法的根拠を与えるため１９３２年に「民衆教育
館暫行規程」（１９３９年に「民衆教育館規程」）
を制定して，これを民衆教育実施の中核機関
とした（７）。
全国の民衆教育館は１９２８年度に１８５所であ
ったが，１９３６年度には，１６１２所に増加してい
る（８）。特に江蘇では，民衆教育館が発達して
いた。これは，江蘇省，特に江蘇省南部は，
伝統的に文化・教育のレベルが高く，人材が
集まっていたことや，国民政府の首都である
南京の膝元で教育に力が注がれていたという
背景がある。
１９３０年度の統計によれば，民衆教育館の数
は江蘇省において１８１館で全国第１位である。
社会教育の先進的地域とされる無錫県（人口
約百万人）では，１０に分けられた各自治区（県
の下の行政単位）ごとに，１館の民衆教育館
が設置され，民衆教育館網が形成されていた。
江蘇は民衆教育館の多さと共に，職員・施
設・事業の充実ぶりでも全国的に著名であっ
た。例えば，江蘇省立南京民衆教育館（全国
に先駆けて，１９１５年に江蘇省立南京通俗教育
館として設立され，１９３０年に名称変更）には，
職員として，館長１人，図書，科学，芸術，
研究，総務などの各部ごとに主任１名が置か
れ，合わせて３０名近くの職員がいた。施設に
は，図書館（蔵書約５万冊）の他に楽器やピ
ンポンの練習ができる遊戯室があり，テニス
場，農園，映画館，動物園も付設されていた。
また同館では，都市や農村に実験区を設け，
社会調査を実施した上で，民衆に文字の読み
書きや基礎的知識の教育を行うため民衆学校
を設立し，民衆教育の実践的取組みを行って
いた（９）。実験区においては学校と地域社会と
の連携が図られ，教育を通じて住民の生活を
改善する試みが積極的に展開された。
民衆教育館はいわば地域における文化教育
の総合センターとしての役割を担っており，
民衆の教育レベルの向上や農業及び職業指
導，さらに生活改善に一定の役割を果たして
いた。江蘇省の民衆教育館の中には，農作物
の共同販売組合や養殖組合を組織して，農民
の増収を実現した所もある。
こうした民衆教育館の中心となっていたの
が，江蘇省立教育学院という社会教育職員を
専門的に養成する高等教育機関を卒業した専
門職員であった。彼らは民衆教育館に配備さ
れ，地域に根ざし活動に取り組んでいたので
ある（１０）。
２．民衆教育館から人民文化館へ
人民共和国建国後，強力な中央集権国家の
誕生に伴い，教育事業は飛躍的な発展を遂げ
ていく。例えば小学校は１９５２年の５２万６９６４校
から，１９７５年には１０９万３３１７校へと増加して
いる。その結果，初等教育の就学率は，１９５２
年の４９．２％から１９７５年の９６．８％へと急増して
いる（１１）。
また人民共和国は，労働者及び農民を骨幹
とする政権であり，労農を国家の担い手とし
て育てる必要があった。そのため正規の学校
教育で学ぶ機会を得ることができなかった労
働者・農民を対象として，彼らが文化・技術
を学ぶと共に，学歴を取得するための教育が
重視された。こうして労農速成中学，職工大
学，農民大学といったフォーマルな成人教育
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機関が順調に発展した。
その一方で，民国時期に発展していた地域
の教育センターとしての民衆教育館は，人民
文化館に変貌を遂げていった（１２）。文化館は劇
場，映画館，ゲームセンター，喫茶室を備え
ており，活動の重点が教育から文化娯楽へと
移行していく。
人民共和国において民衆教育館が人民文化
館となり，文化娯楽の重視へと性格を変えて
いった要因としては，第１に，人民共和国建
国後，ソビエトモデルの社会主義建設が推進
されたことがある。ソビエトでは労働者の住
宅事情から家庭内ではゆとりが無いため，労
働者に憩いの場を提供するものとしてクラブ
があった。クラブには劇場があり，サークル
活動が行われていた。このようにソビエトに
発展していたクラブが，人民文化館として中
国に導入されたのである。
第２に，人民共和国における学校教育の順
調な発展に伴う非識字者の減少や，フォーマ
ルな成人教育施設の発展も指摘できよう。民
衆教育館の持っていた教育的機能は，これら
のフォーマルな成人教育機関へと移行されて
いったと考えることができる。
第３に，建国後，教育部はフォーマルな学
校教育を管轄することになり，人民文化館は
図書館，博物館と共に，文化部管轄となった。
そのため人民文化館は，より文化娯楽的な要
素を強めたといえよう。
第４に，民衆教育館は，国民党のイデオロ
ギー注入のための機関と見なされたことも，
民衆教育館が人民共和国に継承されなかった
一因となった。合わせて民国時期に設立され
た社会教育職員養成のための高等教育機関
も，人民共和国建国後には，閉鎖されていっ
た。
３．社区教育の展開
中国は１９８０年代以降，大きな社会変動の過
程にある。文化大革命という大きな災厄をも
たらした政治運動が終了し，「現代化」が国
家の重点目標として設定された。そして「改
革・開放（体制改革・対外開放）」政策が採
られるようになり，計画経済から市場経済へ
と移行した。その結果，１９９１年から１９９５年の
年平均GDP成長率は１１％に達し，世界最高
の驚異的な成長率となった。２００２年から２００３
年までの経済成長率も８．６％と，安定的に発
展している（１３）。
こうした高度経済成長は中国における教育
改革を必然的なものとした。市場経済化に伴
い，近代部門が求める基本能力を持った人材
の養成が急務となり，大学への進学率が急増
している。１８歳から２２歳の青年層に占める大
学進学者の比率は，１９９０年の３．４％から，２００３
年の１７．０％へと急速に増大しているのであ
る（１４）。
テレビ大学，夜学，職工大学，業余大学な
ど多様な成人高等教育機関や，コンピュータ，
英会話などの各種学校も発展してきた。
また経済の好況を反映して生涯教育施設の
ハコモノも充実しつつある。都市部及びその
周辺では博物館，図書館，青少年宮，科学技
術館，老人の家など，多様な社会教育施設が
建設されるようになった。
一方，近年来，発展の著しい上海などを中
心として社区教育が提唱されている。社区教
育は，広く地域共同体の住民を対象として行
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われる教育であるが，コミュニティ作りの一
翼を担うことが期待されて注目されるように
なった。
従来中国では，国営企業などの職場・学
校・各種団体などを中心とする「単位」が，
職業，教育，福祉などを含めて，生活全体の
基盤であった。しかし市場経済化の導入に伴
い単位は多様な機能を切り捨てつつある。こ
れまでは単位によって守られてきた人々の生
活が，市場の中に投げ込まれ，競争の波に晒
されている。
また，核家族化は中国の人口動態を特色づ
けるものである。１世帯あたりの平均は第３
次人口センサス（１９８２年）では４．４１人，第４
次（１９９０年）では３．９６人、第５次人口センサ
ス（２０００年）では３．４４人であり，１世帯当
たりの家族数は確実に減少している（１５）。特に
上海では，２．８人であり，これは北京３．２人，
天津３．１人と比べても少ない。上海では２－
３人の家族が支配的な家族構成となっている
のである。
このような核家族化や少子化の流れに，受
験勉強のストレスも加わり，子どもの自殺，
鬱病，不登校など多くの問題が生じている。
家族の教育的機能は不充分なものになりつつ
あり，地域の中で子どもを育てていくことが
喫緊の課題となっていると言えよう。
さらに社会変動の中で，中高年女性の退職
後の生き方の問題も生じている。中国におい
ては法律上，退職年齢に男女の格差がある。
例えば公務員の退職年齢は男性６０歳，女性５５
歳である。本来は女性保護のための措置であ
ったが，実際には男女差別となっている。女
性の平均寿命が男性よりも長いにも関わらず
男性よりも早く退職を迫られることに対し
て，女性の不満は高い。また経済改革に伴う
解雇者も女性に多く，彼女たちの再就職は難
しい。そのため退職後の生活をどう生きるか
は，上海などの都市部の女性にとって大きな
問題である。
こうした動きの中から，社区教育が生まれ，
地域において新しいネットワークの原理が模
索されている。つまり社区が脚光を浴びてい
る背景として，人間の生の営みを支える基盤
の再組織化がある。
社区教育は，「教育体制改革に関する決定」
（１９８５年）によって，教育の地方分権化が進
み，地方独自の教育改革が進んだことで発展
を開始した。それまで中国では中央集権によ
って，国家の強力な統制下に教育が置かれて
おり，地方の独自性を認めるのは画期的なこ
とであった。
もともと社区教育は，学校と教師をその社
区において支持・支援するとともに，学校の
持つ教育的機能を社区に開放し，社区全体の
文化水準を高めようとするものであった（１６）。
例えば上海の長寧区武夷街道では，地域と学
校との連携が進み，学校がクラブ活動の指導
者を企業に求めたり，教師が企業の福利厚生
施設を利用する一方，企業が研修の際に，学
校に教室を借用することもあった（１７）。
また１９９０年代に入ってから「中国教育改革
及び発展大綱」（１９９３年）が出され，市場原
理に基づき教育の多様化，効率化が進められ
ることで，社区教育はさらに発展した。社区
教育は，社区全体の住民を対象とし，各年齢
段階の住民の教育要求を満足させることを重
視するようになった。
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社区教育の中心的な機関として，社区学院
がある。社区学院は職工大学など成人のため
の教育機関を拠点に発展しており，普通教育，
職業技術教育，成人教育の３つを統合し，限
られた教育資源を有効に活用しようとするも
のである。
例えば北京朝陽区社区教育学院は，朝陽区
職工大学の基礎の上に発展した。そのため全
日制の大学に入学できなかった若年層へ高等
教育の機会を提供している（１８）。その他，在職
勤労者のため，外国語，会計などの講座を開
設する他，教師のための英語教育法などの授
業も行うなどの実績がある。さらにコミュニ
ティ作りのため地域の担い手を対象とした講
座，あるいは高齢者向けの美術・書道・ピア
ノ，子ども向けの英語・ダンス・武術などの
クラスなど幅広い事業を実施している。
一方，上海市では，地域における新しい学
習施設として社区学院が発展を遂げ，金山，
長寧など各区ごとに社区学院が設置されてい
る。さらに社区学院の下には社区学校や社区
教育センターも設立された。社区学校の中に
は，コミュニティセンターに相当するような
豪華な施設もある。本論では，以下，社区学
校について紹介していきたい。
４．社区教育を支える社会教育施設ー社区
学校を中心として
（１）長寧区における活動
長寧区は，上海の西側に位置する地区であ
る。同区の華陽街道（街道は区の下の行政単
位）では，社区教育として，英語，コンピュー
タ，ダンス，編み物，ストッキングを利用し
たドライフラワー教室，視覚障害者のための
サークル，など多様な活動が展開されている
（写真）。
例えば視覚障害者のためのサークルは，視
覚障害者が自由に集まり，情報交換や交流を
行うものである。自宅に閉じこもりがちな障
害者にとっては，社会に関わる貴重な機会と
なっている（１９）。
社区学校の活動への参加者は中高年の女性
が多い。特に編み物やドライフラワー，ダン
スなどの教室では，女性たちがおしゃべりを
しながら，生き生きと活動に取り組んでいる
姿が印象的であった。
また，社区工作者の会議の参加者は，ほと
んどが女性であり，女性が地域を支える上で，
重要な役割を担っていることを示すものであ
ろう。
一方，長寧区新華街道においては，社区推
進委員会や社区教育理論研究協会が組織さ
れ，社区教育の指導が行われている（２０）。
同社区においては，学校の資源を社区に提
供している。例えば番隅中学校では，土日に
学校施設を住民に開放している。その一方，
地域にある青少年活動センター，上海映画館，
交通大学図書館，華山緑地広場は青少年教育
基地として学生を優待価格，もしくは無料と
写真① ドライフラワー教室
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している。街道に所属する１７の居民委員会は，
学生の重要な社会実践の場となっており，１
日主任という形で，体験的に居民委員会，治
安，調停，衛生などの主任をさせ，学生に社
会経験を積ませている。
同地域は外国籍の住民も多い。そのため，
中国の文化を学びたいという要求が強く，中
国語，太極拳，柔道，手工芸創作，お茶など
のクラスが置かれている。
講座の時間は午前は９時から１１時まで，午
後は１時３０分から３時３０分までの講座が多
い。料金は４０元程度から高いもので１２０元で
ある。例えば中高年英語は，１時３０分から３
時３０分で合計１２回，２４名の募集で受講料は４０
元である。例えば家事，服装デザイン，押し
花などが人気講座である。
（２）徐匯区湖南街道における活動
湖南街道は同区の東北にあり，１．７３平方キ
ロの地域である（２１）。街道の人口は約５万人で
あるが，帰国華僑や退職した高級幹部などが
少なくない。この地域には外国の領事館が１１
所あり，また建国前に立てられた洋館が多い。
湖南街道事務所も，建国前に建てられた修道
院に置かれている（２２）。
湖南街道社区教育委員会は１９８９年に成立し
たが，２００３年には上海市社区教育先進単位と
して認定された。社区教育の内容としては，
青少年教育，高齢者教育，家庭教育，党員教
育の他，再就職訓練や公民道徳が柱となって
いる。
とりわけ青少年教育への取り組みは早くか
ら行われてきた。現在の青少年はほとんどが
一人っ子なので，夏休みの校外キャンプなど，
異なる学校，あるいは異年齢の児童・生徒を
組織しての様々な活動を社区では展開してい
る。
例えば退職者たちが，自宅の書棚から本を
持参したり，上海図書館から本を借り出して
小中学生と一緒に本を読むといった読書活動
を実施している。時に退職者が子どもたちに，
革命の話を語って聞かせることもある。
さらに，同社区には上海音楽学院があり，
青少年のための重要な教育活動の場となって
いる。
上海音楽学院は著名な音楽学校であり，
博物館が付設されているので，小中学生がグ
ループで参観している。さらに，上海音楽学
院の学生ボランティアが夏休みに小学校で音
楽を教えるなど，大学生も熱心にコミュニテ
ィ活動に取り組んでいる。
一方，湖南街道では高齢者人口が増加し，
全体の２６．４％を占めている。そのため，１９９８
年に老年学校が成立した。２００１年に老年学校
の中には，漢方薬，英語，科学普及，保健，
図画，生け花，コンピュータ，ピアノ，声楽
などのクラスが置かれ，受講生は２２１人に上
った。街道の教育活動の中で高齢者教育は重
要な部門であり，総事業の約四分の一に達し
ている。
講師としては地域に居住する退職教師，医
者，幹部が担当している。例えば英語クラス
教師の祝爾純さんは，数十年来，教育関係の
仕事をしてきた。彼は，湖道街道は高級住宅
街で外国人の往来も多く，言葉が通じないと
不便と考えた。そこで英語クラスの教師にな
ることを申し出，自分で教材を編集・録音し，
高齢者の学習者に便宜を図っている。
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ある７０歳の女性は，「退職前は学習するす
べもなく，時間も無かった。今，様々な活動
に参加して益々若くなっている」と語ってい
る。
こうした講座は２００１年だけで４８講座に上
り，参加者は３，２３５人に達している。
以上のように，同街道では多彩な活動が展
開されているが，ちなみに筆者が調査のため
訪問した社区学校では，ドライフラワー教室
や，子供のためのコンピュータ教室が実施さ
れていた。
また，今回の調査では，アパートの中に設
置された平屋建ての文化体育センターも合わ
せて訪問したが，２００平方メートルの板張り
の部屋に舞台施設，音響，テレビ，空調など
の設備が備え付けられていた。ここでは舞踊，
京劇，越劇，合唱などの活動が主に行われて
いるという。
参観時には，ダンス教室が開催され中高年
の男女が生き生きと踊っていた（写真）。
実は全員が癌を克服した患者ということで，
驚かされた。元患者同士が励まし合いダンス
に取り組むことで，人生に新たな意味を見い
だし，前向きに生きている姿勢が印象的であ
った。
（３）普陀区真如鎮における活動
普陀区真如鎮は人口１３万（うち流動人口は
３万人）の自治体であるが，社区教育を１９８６
年より提唱し，１９９１年には社区教育学校を設
立している（２３）。真如鎮社区学校の校長は鎮政
府の副鎮長である。校長の下に副校長など６
名の専門職がいる。社区教育では，党員幹部
教育，あるいは思想道徳，政策法律，科学普
及，計画出産，健康，文化体育，国防などの
教育や，現職訓練を柱として行っている。
真如鎮の社区教育は極めて多彩であり，住
民の様々なニーズに応えての講座が開設され
ている。例えば在職の勤労者向けに，企業管
理，英語基礎，コンピュータなどの職業訓練
を実施している。また失業青年を対象とした，
財務，英語などの訓練クラスも開設している。
その他新婚クラス，マタニティクラス，高齢
者クラス，青少年幹部訓練クラスなど，多様
な年齢層のための事業を実施している。家庭
教育，アニメーション訓練，書道，児童のた
めの外国語，初級英語など様々なクラスも設
けられている。２００４年の統計によれば，活動
総数は１，４５６回，のべ参加人数は１１６，６８０人で
ある（２４）。
写真② ダンス教室
写真③ 真如鎮社区学校
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こうした社区教育の中心となる真如鎮社区
学校は年中無休で，施設利用率は７０－８０％と
高い（写真）（２５）。筆者が訪問した折には，
少数民族のための絵画教室，太極拳，卓球，
合唱，民族音楽サークルなど，多様な趣味の
活動が展開されており，施設は人々の熱気で
溢れていた（写真）。
真如鎮では学社連携に積極的に取り組んで
おり，小中学校のコンピュータ教育は社区学
校で実施している。同社区学校では，青少年
向きの講座が置かれ，子供のための絵画教室，
工作教室などが充実していることも，特筆す
べきであろう。
真如鎮では，住民の要望に応えて，分校を
設置している（２６）。分校以外にも，居民委員会
の協力で，地域で住民の多様な活動が営まれ
ている。例えば真光八街坊では，出張所に付
設された施設で，書道や太極拳のサークルが
活動を展開していた（写真）。こうしたサー
クルでは，住民の中で優れた技術を持つもの
が指導者となっている。
このように，真如鎮では学習化社会（「学
習型社会」）に向けての活動に取り組む中で，
毎年１回，生涯学習フェスティバルが開催さ
れているのは注目されよう。
社区教育活動の参加者には退職した女性が
多い。例えば，郭雲鳳さんは定年退職後，自
宅で家事以外何もすることが無く，生活が空
虚に感じられ脱力感に襲われた（２７）。しかした
またま地域で行われていた編物クラスに参加
し，そこに生き甲斐を見いだした。現在では
編物の指導者としての新たな自分を発見し，
充実した日々を過ごしている。
１９６７年高校卒業生の孫占琴さんは，文革の
ために大学進学の夢を諦め，上海の工場で労
働者になった。しかし，２００２年に定年退職後，
ラジオテレビ大学の学生となり，２００３年には
優秀学生の称号を得た（２８）。まさに長年の夢を
実現したと言えよう。
また書道サークルに参加していた王丹さん
は，もともと足が悪いため，家に引きこもり
がちであった。しかし書道を学び人々と接す
ることで，仲間にも心を開くようになったと
いう（２９）。
このように，不本意ながら退職を迫られた
り，あるいは社会から孤立化していた女性た
ちが，社区教育を通じて相互に学びあう中で，
再び社会に関わる糸口を見い出しているので
ある。その意味で，社区教育の果たしている
役割は大きいものがある。
写真④ 少数民族のための絵画教室
写真⑤ 書道サークル
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５．まとめに代えて―社区教育の課題―
現在，大都市上海は急速に発展を遂げてい
る。その一方で，急激な変化に伴い多くの課
題に直面している。
例えば経済改革の中で，人々は市場に投げ
出され競争することを強いられている。しか
しながら，人々の孤立は深刻化しつつある。
中年女性を中心として，大量のリストラ労働
者も発生している。
また最近，上海の学校においては子供の鬱
病が見られるという。急速なコミュニティの
解体に伴い，多くの教育上の問題に直面して
おり，そのため地域のつながりを再構築し，
地域で子供を育てる必要性が生まれていると
言えよう。
そうした背景から社区教育が，いわばセー
フティネットとしての役割を期待され注目さ
れるようになった。上海では政府が社区教育
に積極的に取り組み，行政上の整備を行い，
施設を整備した。その結果，社区教育が急速
に発展を遂げてきたのである。
しかしながら，社区教育が直面する課題は
少なくない。まず第１に，経費不足がある。
財源上の制約のため，社会教育の施設数は必
ずしも十分ではない。そのため社区学校付近
の住民は利用しやすいが，離れた所の住民に
とっては不便である。今後，社区学校の分校
を増やすことが期待されよう。
また自治体ごとの財政規模の問題もあり，
同じ上海市内であっても，資金的に豊かな地
域とそうではない地域によって，社区教育に
格差が生まれているのも問題である。
第２に，職員養成の課題が指摘できる。社
区教育に携わる職員は有能であるものの，社
会教育，あるいは社会工作関係のトレーニン
グを受けた職員ではない。そのため，現在，
上海における社区教育は，いくつかの問題に
直面しているように思われる。例えば長期的
計画の欠落，社区教育の連携の取り方が完全
ではないこと，資源の掘り起こしが充分では
ないこと，社区教育の教育内容が趣味に偏り
系統性があまり無いこと，などである。
その意味で高度の専門的知識を持ち，地域
のコーディネーター役を果たすことができる
社会教育の職員が，まさに必要とされている
のである。この点，民国時期の社会教育職員
の養成制度は参考にすべき所が多い。例えば，
江蘇省立では江蘇省立教育学院という高等教
育機関で社会教育を学んだ専門職員が，民衆
教育館に配備され，地域に根ざし活動に取り
組んでいた。今後，社会教育の専門的職員を
どのように養成するのかは，中国の社区教育
にとっての大きな課題と考えられる。
第３に，沿海部と内陸部の格差がある。上
海は経済的に発展を遂げ，社区学校が多数設
置されるようになった。社区学校では多様な
講座が開設され，住民が文化を享受し余暇を
楽しんでいる。
その一方で，内陸の農村部では，社区学校
はおろか図書館も無く本や雑誌に触れる機会
さえ極めて限られている。図書購入費（２００２
年）についても，上海の６０，６１８万元に対して
寧夏は５，１７３万元に留まっている。
また児童向け読み物の出版に関する２００２年
調査によれば，上海の８２３種類に対して，内
陸部の寧夏は２８種類，青海は１種類に過ぎな
い。図書購入及び出版状況から見ても，沿海
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部と内陸部との文化格差が浮かび上がってく
る（３０）。
実際，内陸部の農村を訪れると子どもたち
は文化的な空白状況に置かれている。楽しみ
といっても家庭でテレビを見るくらいであ
る。しかしテレビの画面に映し出される上海
の豊かな生活を，子どもたちが全く享受でき
ない現実には，矛盾を感じざるを得ない。
こうした文化の格差が放置されているのは
問題であり，中国内部の亀裂を拡大する可能
性を孕んでいる。今後，地域間の経済や文化
状況の格差を埋め，社区教育の発展のアンバ
ランスを解消することは，大きな課題として
残されていると言えよう。
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